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ＨＳＢＣ投信株式会社 

東京都中央区日本橋3-11-1 ＨＳＢＣビルディング

≪お問い合わせ先（投信営業本部)≫  

電話番号：03-3548-5690 

（営業日の午前9時～午後5時） 

ホームページ：www.assetmanagement.hsbc.co.jp 

  

◎当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド受益
証券への投資を通じて、主に日本を除くアジア
の企業の株式等で運用する投資信託証券に投
資することにより、信託財産の中長期的な成長
を目指します。 

主要運用対象 

ＨＳＢＣ ア 
ジア・プラ 
ス（３ヶ月 
決 算 型 ） 

ＨＳＢＣ アジア・プラス マザー
ファンド受益証券を主要投資対象
とします。 

ＨＳＢＣ ア 
ジア・プラ 
ス  マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

米ドル建てのルクセンブルク籍証
券投資法人「ＨＳＢＣ グローバル・
インベストメント・ファンドアジア
（除く日本）エクイティクラス
Ｊ１Ｃ」の投資信託証券を主要投資
対象とし、その他の投資信託証券に
も投資します。 

組 入 制 限 

ＨＳＢＣ ア 
ジア・プラ 
ス（３ヶ月 
決 算 型 ） 

投資信託証券への実質投資割合に
は制限を設けません。また、外貨建
資産への実質投資割合には制限を
設けません。 

ＨＳＢＣ ア 
ジア・プラ 
ス  マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

投資信託証券への投資には制限を
設けません。また、外貨建資産への
投資には制限を設けません。 

分 配 方 針 

年４回の決算時（毎年２月、５月、８月、11月
の各10日、休業日の場合は翌営業日）に、原則
として以下の方針に基づき、分配を行います。 
①分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた
利子・配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。 

②分配金額は、委託者が基準価額水準・市況動
向等を勘案して決定します。ただし、分配対
象額が少額の場合等には、分配を行わないこ
とがあります。 

③留保益の運用については特に制限を設けず、
委託者の判断に基づき、元本部分と同一の運
用を行います。 

 

運用報告書（全体版） 
 

第55期 （決算日 2021年２月10日） 

第56期 （決算日 2021年５月10日） 

◎受益者の皆さまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上

げます。 

さて、「ＨＳＢＣ アジア・プラス(３ヶ月決

算型)」は、2021年２月10日に第55期、2021年

５月10日に第56期の決算を行いましたので、第

55期・第56期の運用状況をご報告申し上げま

す。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願

い申し上げます。 

ＨＳＢＣ アジア・プラス 

(３ヶ月決算型) 
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○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

47期(2019年２月12日) 9,042 0 1.5 99.5 1,034 

48期(2019年５月10日) 9,299 0 2.8 98.7 1,042 

49期(2019年８月13日) 8,151 0 △12.3 99.6 906 

50期(2019年11月11日) 9,182 0 12.6 99.2 1,006 

51期(2020年２月10日) 9,415 0 2.5 99.2 1,001 

52期(2020年５月11日) 7,818 0 △17.0 97.9 819 

53期(2020年８月11日) 9,631 0 23.2 99.7 990 

54期(2020年11月10日) 10,460 0 8.6 99.1 1,050 

55期(2021年２月10日) 13,034 50 25.1 99.7 1,133 

56期(2021年５月10日) 13,068 50 0.6 97.4 1,088 
 

（注） 基準価額の期中騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第55期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2020年11月10日 10,460 － 99.1 

11月末 10,886 4.1 99.5 

12月末 11,385 8.8 99.7 

2021年１月末 12,361 18.2 99.2 

(期  末)    

2021年２月10日 13,084 25.1 99.7 

第56期 

(期  首)    

2021年２月10日 13,034 － 99.7 

２月末 13,341 2.4 99.2 

３月末 13,136 0.8 99.2 

４月末 13,428 3.0 97.6 

(期  末)    

2021年５月10日 13,118 0.6 97.4 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み。騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○当作成期の運用状況と今後の運用方針 

基準価額等の推移について（第55期～第56期：2020年11月11日～2021年５月10日） 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2020年11月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

 

基準価額の主な変動要因 

＜上昇要因＞ 

韓国株式、台湾株式、インド株式、香港株式などが軒並み上昇し、基準価額のプラス要因となりました。ま

た、韓国ウォン、台湾ドル、インドルピーなどが対円で上昇したことがプラス寄与となりました。 

 

投資環境について 

【株式市況】 

アジア株式市場は、作成期初から2021年２月半ばまでは上昇基調をたどりました。主要国における金融、財

政両面からの積極的な景気刺激策を背景に、世界経済がコロナショックによる落ち込みから回復する中で、ア

ジアを含む世界の株式市場が上昇しました。アジアでは、中国が他国に先駆けて新型コロナウイルスの感染拡

大を収束させ、景気回復で世界をリードするとともに、アジアの周辺国の経済にもその恩恵をもたらしまし

た。２月半ばから作成期末にかけては、アジア株式市場は上下動を繰り返しながらも水準を切り下げる展開と

なりました。米国長期金利の上昇を背景とした世界的な株式市場の調整、アジアではインドを中心とする新型

コロナウイルスの感染再拡大、変異株の拡散などがマイナス要因となりました。 
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【為替相場】 

アジア通貨は、通貨によって対円でまちまちの相場展開となりました。米ドルと連動する香港ドルは対円で

作成期初から2021年１月初旬までは下落したものの、その後は作成期末まで、米ドル高・円安の進行を受けて

上昇基調となりました。韓国ウォンおよび台湾ドルは、新型コロナウイルスの感染収束と景気回復の動きを背

景に、作成期を通じて上昇しました。一方、インドルピーは、作成期初から2020年末までは一進一退の方向性

に乏しい展開が続きましたが、2021年に入ると３月までは円安の進行に伴い上昇しました。その後、４月から

作成期末にかけては、国内での新型コロナウイルスの変異株の感染急拡大などを受けて、軟調となりました。 

 

ポートフォリオについて 

＜ＨＳＢＣ アジア・プラス（３ヶ月決算型）＞ 

「ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド」受益証券への投資を通じて、主に日本を除くアジアの企業の

株式等に投資しました。 

 

＜ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド＞ 

作成期を通じて、中国、香港、インド、韓国、台湾

の株式を比較的高い比率で組み入れました。投資信託

証券（ファンド）の組入比率は、「ＨＳＢＣ ＧＩＦ ア

ジア（除く日本）エクイティ クラスＪ１Ｃ」が約51～

53％、「ＨＳＢＣ ＧＩＦ アジア（除く日本）スモー

ラー・カンパニーズ クラスＪ１Ｃ」が約46～49％で

した。 

 

 

 

 

 

ベンチマークとの差異について 

当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
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分配金について 

第55期および第56期における分配金は、基準価額の水準・市況動向等を勘案し、いずれも50円（１万口当た

り・税込み）とさせていただきました。 

なお、留保益の運用につきましては特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行

います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第55期 第56期 

2020年11月11日～ 
2021年２月10日 

2021年２月11日～ 
2021年５月10日 

当期分配金 50  50  

(対基準価額比率) 0.382％ 0.381％ 

 当期の収益 49  50  

 当期の収益以外 0  －  

翌期繰越分配対象額 4,239  4,272  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

今後の運用方針 

世界経済は、地域や国によりペースは異なるものの、新型コロナウイルスワクチンの普及とともに緩やかな

回復が見込まれます。アジアでは、特に中国や台湾、韓国はコロナ禍からの立ち直りが早く、堅調な景気回復

が予想されます。 

 

株式市場では、台湾や韓国は業績が堅調なテクノロジー関連銘柄を抱えることがプラスである一方、米国長

期金利の急速な上昇はテクノロジーを含むグロース株の調整要因となる可能性があります。中国は内需の持

ち直しにより景気回復基調が続いており、多くのアジアの国がその恩恵を受けると思われます。政府が掲げ

る、国内市場を主な経済成長のけん引役としながら外需で補完する「双循環戦略」や質の高い新たな成長は、

株式市場においても構造転換による長期的な成長機会を生み出すと考えます。その他、インドでは、これまで

の景気刺激策の効果が徐々に現れており、2021年に景気は力強く回復すると見込まれます。株式市場において

も、財政支出や構造改革の進展が成長に繋がると見ています。 

 

＜ＨＳＢＣ アジア・プラス（３ヶ月決算型）＞ 

引き続き「ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド」への投資を通じて、日本を除くアジアの企業の株式

を実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指します。 

 

＜ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド＞ 

新型コロナウイルスの感染状況や金利動向を注視しつつも、引き続き、高い収益性が見込まれ、割安感が強

い国や地域、セクター、銘柄に注目し、これらを組み入れていく方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年11月11日～2021年５月10日) 

項 目 
第55期～第56期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 90  0.725  (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (41)  (0.327)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (47)  (0.382)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 9   0.075   (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.001)  海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 2)  (0.020)  監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用 

 （ そ の 他 ） ( 7)  (0.054)  振替制度にかかる費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付
および届出にかかる費用等 

 合 計 99   0.800    

作成期中の平均基準価額は、12,422円です。  

 
（注） 作成期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、マザーファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） 委託者は2020年11月１日から2021年４月30日までの期間に、管理会社よりマザーファンドベースで45,276.42米ドルのマネジメント

フィーを受領しました。 
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○売買及び取引の状況 (2020年11月11日～2021年５月10日) 

 

銘 柄 
第55期～第56期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド 4,969 8,042 139,538 226,293 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年11月11日～2021年５月10日) 

 

＜ＨＳＢＣ アジア・プラス(３ヶ月決算型)＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド＞ 

区       分 

第55期～第56期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 － － － 588 103 17.5 

平均保有割合 33.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子ファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 単位未満は切捨て。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは、ザ・
ホンコン・アンド・シャンハイ・バンキング・コーポレイション・リミテッド（東京）です。 

 

○組入資産の明細 (2021年５月10日現在) 

 

銘 柄 
第54期末 第56期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド 748,862 614,294 1,097,374 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2021年５月10日現在) 

項 目 
第56期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド 1,097,374 99.8 

コール・ローン等、その他 1,662 0.2 

投資信託財産総額 1,099,036 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（3,202,041千円）の投資信託財産総額（3,320,067

千円）に対する比率は96.4％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは、1米ドル=108.77円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第55期末 第56期末 

2021年２月10日現在 2021年５月10日現在 

  円 円 

(A) 資産 1,146,937,990   1,099,036,467   

 ＨＳＢＣ アジア・プラス マザーファンド(評価額) 1,142,378,976   1,097,374,883   

 未収入金 4,559,014   1,661,584   

(B) 負債 13,321,091   10,626,335   

 未払収益分配金 4,348,599   4,164,464   

 未払解約金 4,559,014   1,661,584   

 未払信託報酬 4,003,074   3,982,508   

 その他未払費用 410,404   817,779   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,133,616,899   1,088,410,132   

 元本 869,719,988   832,892,935   

 次期繰越損益金 263,896,911   255,517,197   

(D) 受益権総口数 869,719,988口 832,892,935口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,034円 13,068円 
 

（注） 当ファンドの第55期首元本額は1,004,110,083円、第55～56期中追加設定元本額は6,735,543円、第55～56期中一部解約元本額は

177,952,691円です。 

（注） また、１口当たり純資産額は、第55期1.3034円、第56期1.3068円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元

本の欠損）となります。 
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○損益の状況 

項 目 
第55期 第56期 

2020年11月11日～ 
2021年２月10日 

2021年２月11日～ 
2021年５月10日 

  円 円 

(A) 有価証券売買損益 232,303,397   11,316,250   

 売買益 249,017,513   12,922,102   

 売買損 △ 16,714,116   △  1,605,852   

(B) 信託報酬等 △  4,413,478   △  4,389,883   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 227,889,919   6,926,367   

(D) 前期繰越損益金 135,607,713   343,082,656   

(E) 追加信託差損益金 △ 95,252,122   △ 90,327,362   

 (配当等相当額) (    9,561,769)  (   10,015,628)  

 (売買損益相当額) (△104,813,891)  (△100,342,990)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 268,245,510   259,681,661   

(G) 収益分配金 △  4,348,599   △  4,164,464   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 263,896,911   255,517,197   

 追加信託差損益金 △ 95,252,122   △ 90,327,362   

 (配当等相当額) (    9,561,766)  (   10,015,628)  

 (売買損益相当額) (△104,813,888)  (△100,342,990)  

 分配準備積立金 359,151,399   345,847,416   

 繰越損益金 △      2,366   △      2,857   
 

（注） (A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 第55期計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除後の有価証券等損益額（181,929,409円）、信託約款に規定する収

益調整金（9,561,766円）および分配準備積立金（181,570,589円）より分配対象収益は373,061,764円（10,000口当たり4,289円）であ

り、うち4,348,599円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注） 第56期計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除後の有価証券等損益額（6,926,961円）、信託約款に規定する収益

調整金（10,015,628円）および分配準備積立金（343,084,919円）より分配対象収益は360,027,508円（10,000口当たり4,322円）であり、

うち4,164,464円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

 

○分配金のお知らせ  

 第55期 第56期 

１万口当たり分配金（税込み） 50円 50円 
 
◇分配金をお支払いする場合：原則として決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始いたします。 

◇分配金を再投資する場合：決算日現在の基準価額に基づいて、税金を差し引いた後、皆さまの口座に繰り入れて再投資いたします。 

◇分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

 普通分配金 … 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額普通分配金となります。 

 元本払戻金 … 

（特別分配金） 

 

分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの部分

は普通分配金となります。元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該

元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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○お知らせ 

＜約款変更のお知らせ＞ 

 ありません。 

 

＜その他のお知らせ＞ 

 ＨＳＢＣ投信株式会社は、2021年11月１日付けで、商号を「ＨＳＢＣアセットマネジメント株式会社」に変

更します。 
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